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’九七二年の沖縄の施政権返還は、戦後を生き抜いた沖縄の人々にとって憲法や司法によって措
定される「権利」の限界に気づき、そしてそれから自律するものとして自らの生存があったことを見
出す契機であった。その過程を象徴的に示しているのが、一九七三年に組織された金武湾（反ＣＴＳ）
闘
争
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
提
訴
さ
れ
た
反
Ｃ
Ｔ
Ｓ
裁
判
で
あ
ろ
う
。
施政橘返還前後の沖繩で「基地経済からの脱却」と「本土との経済格差解消」を掲げ進行していた
沖綱島東海岸一帯への石油備蓄基地（●の。［『凹一『の『ヨヨ■｜い［四二○二ｑい）と石油綱製工場の建設は、
は
じ
め
に
民
衆
の
「
生
存
」
思
想
か
ら
「
権
利
」
を
問
う
ｌ
施
政
権
返
還
後
の
金
武
湾
・
反
Ｃ
Ｔ
Ｓ
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
●●
上
脱
こ
ず
え
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埋
め
立
て
と
工
事
に
伴
う
海
の
破
壊
と
い
う
新
た
な
苦
悩
を
住
民
た
ち
に
も
た
ら
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
金
武
湾
は
、
与
那
城
村
の
平
安
座
島
で
一
九
七
○
年
よ
り
操
業
を
始
め
て
い
た
米
国
資
本
の
ガ
ル
フ
石
油
Ｃ
Ｔ
Ｓ
か
ら
の
原
油
流
出
（１）
事
故
と
、
ガ
ル
フ
進
出
の
「
代
償
」
と
し
て
の
海
中
道
路
建
設
、
さ
ら
に
施
政
権
返
還
前
に
提
起
さ
れ
た
「
金
武
湾
開
発
構
想
」
の
一
端
と
し
て
の
平
安
座
島
ｌ
宮
城
島
間
へ
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
建
設
計
画
に
伴
う
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
汚
染
さ
れ
て
い
た
。
（２）
海
の
汚
染
が
金
武
湾
周
辺
市
村
の
住
民
ら
に
「
危
機
」
と
し
て
感
知
さ
れ
る
な
か
、
金
武
湾
周
辺
各
地
の
公
民
館
な
ど
で
は
公
害
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
自
主
講
座
・
公
害
原
論
か
ら
派
生
し
た
「
沖
縄
Ｃ
Ｔ
Ｓ
問
題
を
考
え
る
会
」
関
係
者
と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
七
一
一
一
年
九
月
二
二
日
、
与
那
城
村
屋
慶
名
で
一
五
○
人
の
住
民
が
集
い
、
工
業
化
に
抵
抗
し
て
き
た
既
存
の
組
織
で
あ
る
「
東
洋
石
油
基
地
反
対
同
盟
」
や
「
宮
城
島
土
地
を
守
る
会
」
、
「
石
川
市
民
協
議
会
」
、
そ
し
て
新
た
な
組
織
と
し
て
の
「
宜
野
座
の
生
活
と
環
境
を
守
る
会
」
や
「
与
勝
の
自
然
と
生
命
を
守
る
会
」
、
「
具
志
川
市
民
協
議
会
」
を
連
ね
る
か
た
ち
で
「
金
武
湾
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
金
武
湾
を
守
る
会
は
、
与
那
城
村
役
場
や
埋
め
立
て
地
、
県
庁
で
の
集
会
や
座
り
込
み
、
デ
モ
、
直
接
交
渉
を
行
う
が
、
埋
め
立
て
を
阻
止
で
き
な
い
ま
ま
で
い
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
竣
工
開
始
が
迫
る
一
九
七
四
年
九
月
、
金
武
湾
を
守
る
会
の
漁
民
は
屋
良
知
事
を
被
告
に
知
事
が
沖
縄
三
菱
開
発
に
与
え
た
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
免
許
の
無
効
を
求
め
て
提
訴
、
一
九
七
七
年
四
月
に
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
タ
ン
ク
建
設
工
事
の
差
し
止
め
を
求
め
る
仮
処
分
申
調
を
行
っ
た
。
以上のような裁判の経緯については運動当事者らによる記録や論文、裁判を支援した弁護士や技術
２８
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（３）
者、研究者による技術論・法律論的な視点かトヮの論考に残されて来た。近年では金武湾闘争を沖縄戦
後史・社会運動史のなかに位置づけ、前後の抵抗運動との連続性や差異を検証しようとする研究もな
（４）
されている。これ芦Ｄにおいて金武湾闘争は、戦後日本の国土開発に遅れて組み込まれた施政権返還後
の沖縄で「豊かさとは何か」を問い、価値観の転換を社会に迫ることで沖縄の抵抗運動に新たな方向
性を示した「住民運動」として、また一九七九年以降の石垣市白保の空港建設反対運動、一九九七年
以降の名謹市辺野古における米軍基地建設反対運動に引き継がれた運動として捉えられている。しか
し沖縄の住民迎醐における裁判については、十分に検柾されているとはいえない。碗かに、裁判闘争
を主な戦略とした反戦地主の運動が、新川明が「反復帰」論をもって批判する「復帰思想」に依拠し
た、あるいは日本国憲法に解放の論理を見出した復帰運動を思想的に継承するものであり、それと対
極されるものとして金武湾や白保で「反開発」や「反公害」を掲げた住民運動があった、という議論
（５）
ルロ存在する。だがこのような議論は、住民運動が裁判を組織しながらも、手探りのなかでそれを闘っ
てきたことを提示しきれていない。沖縄の抵抗運動を担ってきた人々が、沖縄の戦後を常に権利獲得
を課題としながら生き、葛藤のなかで施政椀返還を迎えたことを踏まえた上で、裁判闘争の意義を捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
もちろん日本においても、一九五○年代においては在日米耐基地の駐留や自衛隊の存在が「憲法の
空洞化」や「司法の反動化」の実態とともに問われ、一九六○年代後半においては四大公害に対して
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被
害
者
救
済
を
求
め
る
裁
判
闘
争
が
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
裁
判
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
主
に
日
本
の
戦
後
史を基軸としながら展開してきた。したがって、金武湾の反ＣＴＳ裁判の歴史的意義を検証するには、
日本に潜在主権を残したまま長期貸借するという「擬制」にもとづき二七年間米爾占領下に置かれ、
日本に再統合された沖縄の戦後史を中心に見ていかなくてはならない。
沖繩戦後史は沖綱人民の絶え霞ない鰯いの艤史であったｌ新崎艦螂のこの主搬は「繍楡利状態」
から始まった戦後の沖綱で、沖繩峨を生きのびた人々が常に楠利猶得を課題として岡ってきたという
（６）
見方にロかれている。「戦後」が同時に米取支配の始まりを意味した沖細では、日本国迩法制定に伴
い
日
本
で
成
立
し
た
椛
利
は
保
障
さ
れ
ず
、
米
軍
の
軍
醐
訓
練
・
嗣
蛎
行
動
を
般
大
限
に
遂
行
さ
せ
る
た
め
の
統
治
機
櫛、司法制度、法体系が形成されていった。法令は、米大統領による行政命令に準ずる形で米国民政
府によって制定・公布され絶対的に優位なものとして位冠づけられていた布令・布告と、米本国の法、
琉球政府立法院による民立法、大日本帝国憲法、日本国憩法とが併存していた。さらにその布令・布
告に基づき、米国民政府が運営し「米国や米国民の利害に関わる民事・刑事醐件の裁判権を有する」
米国民政府裁判所と、米国民政府の下部組織である琉球政府が運営する琉球民裁判所が存在し、民裁
判
所
が
民
政
府
奴
判
所
に
従
属
し
て
い
た
。
琉
球
民
裁
判
所
は
、
「
商
等
弁
務
官
が
、
合
衆
国
の
安
全
・
財
産
ま
た
は
利害に影欝を及ぼすと認める特に璽大なすべての馴件または紛争」や「合衆国姻隊の柵成ロ、Ⅷ属も
しくは合衆国国民である合衆国政府の被雇用者または以上の者の家族であって、琉球人でない者が当
3０
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事
者
で
あ
る
す
べ
て
の
事
件
ま
た
は
紛
争
」
、
「
合
衆
国
ま
た
は
そ
の
機
関
」
に
対
す
る
裁
判
権
を
持
た
ず
、
米
軍
人
な
ど
に
よ
る
被
害
の
賠
償
や
土
地
接
収
に
対
す
る
補
償
・
救
済
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
の
高
等
弁
務
官
は
、
琉
球
民
裁
判
所
の
判
決
や
決
定
、
命
令
を
い
つ
で
も
再
審
、
停
止
、
変
更
、
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
合
衆
国
の
安
全
・
財
産
ま
た
は
利
害
に
関
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
る
特
に
重
大
な
す
べ
て
の
事
件
ま
た
は
紛
争
が
（７）
琉球民裁判所に係属している場ムロはいつでも民政府裁判所に移送を命じる｝」とができた。
米
軍
統
治
期
の
沖
縄
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
統
治
機
柵
、
司
法
制
度
、
法
体
系
に
抵
抗
す
る
動
き
が
組
織
さ
れ
（８）
（９）
て
き
た
。
一
九
一
ハ
五
年
の
違
憲
訴
訟
や
一
九
六
六
年
の
裁
判
移
送
問
題
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
国
憲
法
に
依
拠
し
た
権
利
要
求
や
、
米
耶
統
治
期
の
司
法
制
度
に
対
す
る
異
搬
申
し
立
て
が
な
さ
れ
、
「
日
本
国
憲
法
下
へ
の
復
帰
」
が
求
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
日
米
間
で
合
意
さ
れ
た
沖
繩
返
還
合
意
が
、
日
米
の
嗣
蜘
同
盟
に
お
け
る
日
本
の
役
削
強
化
と
在
沖
米
軍
基
地
の
恒
久
化
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
沖
縄
の
「
復
帰
」
が
日
本
国
憲
法
を「空洞化」させることによってしか実現されないとの認識が広まり「沖縄返還粉砕」の訴えが高ま
る
。
国
政
参
加
に
よ
る
識
会
制
民
主
主
義
の
実
現
や
裁
判
権
の
移
行
に
よ
る
人
権
の
回
復
へ
の
期
待
が
揺
ら
ぐ
な
か
、
「復帰」を問うたのが煙竹邪件や沖縄語裁判闘争であり、「反復帰」論であった。日本という近代国家
秩
序
へ
の
抵
抗
が
生
ま
れ
る
一
方
、
中
身
を
伴
わ
ず
と
も
「
復
帰
」
を
全
面
的
に
は
拒
否
で
き
な
い
本
土
と
沖
縄
の
革
新
勢
力
の
存
在
も
あ
り
、
大
き
な
矛
盾
を
残
し
た
形
で
施
政
権
返
還
を
迎
え
た
。
施政権返還に伴う振興開発の一貫として施行された金武湾の埋め立てとＣＴＳ開発に抵抗した住民
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反
Ｃ
Ｔ
Ｓ
裁
判
は
そ
の
提
訴
時
か
ら
、
施
政
梅
返
還
に
伴
う
檎
造
的
な
変
化
や
そ
の
な
か
で
生
じ
て
い
た
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
三
年
に
結
成
し
た
金
武
湾
を
守
る
会
の
デ
モ
や
集
会
、
村
役
場
や
県
庁
で
の
直
接
交
渉
の
結
果
、
一
九
七
四
年
一
月
、
屋
良
知
事
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
開
発
榊
想
の
撤
回
を
三
菱
に
求
め
た
。
し
か
し
そ
の
撤
回
声
明
に
再
考
を
求
め
る
三
菱
の
要
求
や
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
推
進
」
政
策
を
掲
げ
た
通
産
省
お
よ
び
沖
縄
開
発
庁
の
圧
力
に
屈
し
、
県
は
そ
れ
以
上
の
措
圃
を
と
ら
ず
、
埋
め
立
て
工
耶
が
進
行
し
た
。
埋
め
立
て
工
事
と
Ｃ
Ｔ
Ｓ
誘
致
の
決
定
を
掴
せ
な
い
ま
ま
で
い
た
金
武
湾
を
守
る
会
は
、
一
九
七
四
年
の
県
の
二
・
一
九
声
明
」
直
後
、
革
新
共
闘
弁
護
団
に
よ
る
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
書
」
を
入
手
、
屋
良
知
事
に
よ
る
沖
縄
三
菱
開
発
に
対
す
る
宮
城
島
Ｉ
平
安
座
島
間
の
公
有
水
面
埋
め
立
て
免
許
交
付
の
際
、
与
那
城
村
漁
業
組
合
と
勝
運
動
に
お
い
て
、
す
で
に
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
た
日
本
国
懲
法
と
司
法
制
度
の
も
と
で
裁
判
が
提
訴
さ
れ
た
こ
と
の
沖
縄
戦
後
史
に
お
け
る
意
味
は
何
か
。
本
稿
で
は
、
施
政
横
返
還
か
ら
間
も
な
い
沖
綱
で
の
裁
判
闘
争
の
経
過
、
裁
判
闘
争
と
い
う
具
体
的
な
経
験
を
経
る
な
か
で
金
武
湾
を
守
る
会
の
人
々
や
弁
謹
団
が
裁
判
に
見
出
し
た
可
能
性
と
限
界
、
そ
れ
を
通
じ
た
抵
抗
運
動
に
お
け
る
表
現
の
あ
り
方
の
変
化
を
た
ど
る
こ
と
で
、
施
政
権
返
還
と
い
う
沖
綱
戦
後
史
に
おける重要な転機に生まれた近代国家秩序批判と民衆の「生存」思想を提示する。
裁
判
闘
争
の
組
織
化
３２
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連村漁業組合が組合員である漁民の三分の二以上の署名、および漁業総会で三分の二以上の賛成を得
ないまま埋め立てを認めたこと、つまり金武湾の埋め立て免許に県の法的瑠疵があったことを確認す
（ぬ）
る。金武湾を守る〈二は闘争を法廷の場へと拡げることとなり、革新共闘弁趣団に支援を求めていた。
しかし革新共闘弁誕団内部では、屋良知事を被告として提訴すれば、一九六八年の琉球政府主席公選
以来擁立してきた屋良朝苗率いる革新県政を追いつめてしまうと危倶する団員の存在から意志統一が
されず、支援は得られなかった。
金武湾を守る会の訴訟対策委員らは、漁民への傭報提供に取組んできた弁謹士の新垣勉、照屋寛
徳に原告代理人弁護団の組織化を求め、また同時期に弁護士の池宮城紀夫にも原告代理人弁護団へ
の参加を求めた。さらに施政権返還前からすでに石川アルミ闘争などと交流のあった自主調座関係
者に支援を依頼、東京から弁護士の水上学（一九四一～二○一○年）らが原告代理人弁護団に加わり、
提訴への準備を進めた。つまり反ＣＴＳ裁判は、沖縄における革新勢力のあり方が問われ、また施
政権返還という櫛造的変化によって日本本土ｌ沖縄間の移動が可能となるなかで組織されたといえ
弁護団の結成と同時に、金武湾を守る会は原告団の組織を進めていた。一九七四年の提訴時に法的
な争点として考えられたのは、ＣＴＳ開発に伴う金武湾の埋め立てや汚染によって侵害されている漁
民の漁業梅と、県と漁協の埋め立て合意における法的手続きの暇疵であった。原告代理人弁護士らと
る
。
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一
九
七
四
年
九
月
、
那
醐
地
裁
で
は
六
人
の
原
告
漁
民
が
金
武
湾
の
埋
め
立
て
免
許
の
無
効
を
訴
え
、
屋
良
知
珊
を
提
訴
、
一
九
七
四
年
一
○
月
三
○
日
の
第
一
回
公
判
で
原
告
漁
民
は
、
県
が
漁
業
組
合
か
ら
得
た
と
す
る
合
意
手
続
き
（皿）
に
は
欠
陥
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
提
訴
を
機
に
、
さ
ら
に
漁
民
が
原
生
□
団
と
し
て
裁
判
闘
争
に
加
わ
っ
た
。
一
九
七
四
年
一
○
月
か
ら
一
九
七
五
年
七
月
ま
で
の
七
回
の
公
判
で
は
、
汚
染
さ
れ
た
海
水
や
油
臭
魚
が
提
出
さ
れ
、
意
見
陳
述
の
際
に
は
原
告
漁
民
が
自
ら
法
廷
に
立
ち
、
合
意
手
続
き
の
問
題
や
、
悪
奥
・
騒
商
被
瞥
、
ヘ
ド
ロ
の
堆
柧
に
よ
る
海
の
汚
染
や
魚
介
類
の
減
少
を
訴
え
た
。
公
判
の
際
、
金
武
湾
を
守
る
会
が
バ
ス
を
貸
し
切
り
常
に
現
地
か
ら
多
く
の
住
民
が
駆
け
つ
け
、
与
那
城
村
漁
協
や
勝
連
村
漁
協
の
漁
民
が
原
告
と
し
て
新
た
に
裁
判
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
五
年
四
月
に
は
平
安
座
島
の
漁
民
二
人
が
原
告
団
に
加
わ
り
、
浜
比
嘉
島
浜
区
の
漁
民
四
○
人
が
原
告
に
加
わ
金
武
湾
を
守
る
会
教
員
ら
は
共
に
与
勝
半
島
に
点
在
す
る
離
島
各
地
を
ま
わ
り
、
漁
協
の
合
意
形
成
の
主
体
で
あ
る
地
元
の
漁
民
に
対
し
、
原
告
と
し
て
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
哉
判
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
裁
判
に
原
告
と
し
て
参
加
し
た
漁
民
の
田
場
典
儀
は
、
金
武
湾
に
お
け
る
原
油
流
出
醐
故
に
よ
る
海
の
汚
染
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
三
菱
が
埋
め
立
て
た
海
域
は
延
縄
漁
の
と
こ
ろ
で
、
埋
め
立
て
に
よ
り
ミ
ミ
ズ
は
も
う
と
れ
な
く
な
っ
た
。
油
流
出
事
故
の
後
は
浜
い
つ
ぱ
い
を
檀
っ
た
廃
油
ボ
ー
ル
を
取
る
の
で
必
死
だ
っ
た
。
海
か
ら
船
へ
上
が
り
、
家
に
帰（Ⅱ）
る
と
足
の
型
に
つ
い
た
油
は
洗
っ
て
も
お
ち
な
い
。
家
も
全
部
ま
っ
黒
に
な
っ
た
。
体
巾
油
だ
ら
け
だ
っ
た
よ
。
３
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一
九
七
五
年
几
川
五
日
、
原
告
Ⅷ
弁
痩
岡
が
那
馴
地
紋
に
提
出
し
た
噸
備
邨
而
で
は
、
金
武
湾
へ
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
辿
般
の
班
業
者
で
あ
る
三
菱
石
油
株
式
会
社
が
一
九
七
四
年
一
二
月
一
八
日
に
起
こ
し
た
、
岡
山
卯
の
水
島
製
油
所
で
の
砿
汕
流
出
事
故
が
も
た
ら
し
た
漁
業
被
害
に
つ
い
て
述
べ
、
三
菱
の
安
全
策
・
公
害
対
策
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
琉
球
政
府
立
与
勝
海
上
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
た
金
武
湾
は
、
住
民
に
と
っ
て
は
「
海
藻
類
、
魚
類
蛋
白
の
供
給
源
と
し
て
の
貴
重
な
資
産
」
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
住
民
や
漁
民
が
海
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
き
た
の
か
が
具
体
的
な
躯
例
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
埋
め
立
て
ら
れ
た
海
域
は
、
モ
ズ
ク
や
ス
ク
ガ
ラ
ス
、
臼
イ
カ
、
ウ
ニ
の
漁
場
で
あ
り
、
ま
た
埋
め
立
て
用
の
土
砂
と
し
て
採
砂
さ
れ
て
い
た
浜
比
潔
島
の
ナ
ン
ジ
ャ
岩
付
近
で
は
ウ
ニ
や
モ
ズ
ク
が
凹
富
に
採
れ
た
。
海
中
道
路
東
側
の
屋
慶
名
干
潟
で
は
ク
ル
マ
エ
ビ
が
生
育
し
、
重
油
流
出
瓢
故
で
汚
染
さ
れ
た
海
中
道
路
西
側
は
モ
ズ
ク
の
生
産
地
で
あ
っ
た
。
干
潟
で
は
海
藻
や
魚
介
類
を
採
り
、
照
間
沿
岸
の
砂
浜
で
は
イ
グ
サ
を
乾
燥
さ
せ
筵
を
作
っ
て
い
た
。
採
餌
場
・
漁
場
、
海
と
隣
接
す
る
金
武
湾
の
漁
民
・
住
民
ら
の
生
活
が
、
海
中
道
路
の
連
投
や
、
ガ
ル
フ
社
か
ら
の
原
油
・
軍
油
の
流
出
、
廃
油
ポ
ー
ル
の
漂
軒
、
石
油
糖
製
工
場
か
ら
の
悪
臭
、
三
菱
（川）
の
宮
城
島
ｌ
平
安
座
島
間
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
。
だ
が
原
告
漁
民
の
訴
え
に
対
し
て
裁
判
所
は
十
分
な
審
理
を
経
ず
に
結
審
し
判
決
を
下
し
た
。
一
九
七
五
年
九
月
、
県
は
原
告
漁
民
の
訴
え
に
利
益
は
無
い
と
の
回
答
を
那
朋
地
裁
に
提
出
、
翌
日
の
第
八
回
公
判
で
裁
判
長
は
反
論
の
余
った。（⑬）
した。
彼
ら
は
一
九
七
五
年
七
月
一
四
日
の
第
七
回
口
頭
弁
論
で
、
「
埋
め
立
て
に
合
意
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
主
張
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地を与えずに結審を言い渡した。これに対し、弁謹団は裁判長忌避申し立てと即時抗告を行うが却下
（喝）
される。一○月の第九回公判において山口裁判長は、埋め立てがすでに一元了しているため海の原状回
復が困難であり、したがって漁業を行うことが不可能であり守られるべき漁業権もない、という理由
から「訴えの利益なし」との判決を下し、判決後すぐに法廷を立ち去った。このとき山口裁判長が原
告代理人弁趣団からの発言も認めず、傍聴席からは聞き取ることができないほどの小声で判決を言い
渡
し
、
機
動
隊
に
囲
ま
れ
法
廷
を
去
っ
た
こ
と
に
対
す
る
怒
り
の
声
が
、
公
判
後
法
廷
か
ら
出
た
住
民
の
な
か
か
ら
あ
（肥）
がっていた》」とが当時の新聞記事には記録されている。漁業梅裁判の判決後、一九七五年一○月一ハ日
か
ら
二
日
ま
で
、
金
武
湾
を
守
る
会
を
中
心
と
す
る
一
五
○
人
が
県
庁
人
口
で
断
食
闘
争
を
組
織
し
、
そ
の
う
ち
数
（刀）
名
は
知
事
公
舎
の
鉄
の
フ
ェ
ン
ス
に
体
を
鎖
で
縛
り
付
け
て
抵
抗
し
た
。
「訴えの利益なし」判決が下された時点で、金武湾を守る会は「控訴するか、再び訴えを起こすか、
あるいは裁判を無視し住民運動を檎築していくか」の選択を迫られていたが、判決から三日後の一○
月七日に上告、しかし屋良知事は竣工認可を発表、ＣＴＳではない「無公害企業を誘致するために企
（旧）
業と接触を強めていくが、これまでの感触では見通しは暗い」との〈云見を行う。金武湾を守る会は与
那城村に対し、与那城村の住民から染めた六、一一一三名の署名を提出し、埋め立てによって造られた
「新しい土地」を三菱に登記させないよう要調した。しかし県と与那城村錨会は守る会の要謂を退け、
一○月一一日、屋良知事は埋め立て完了を承認し、二月二五日、与那城村瓢会は「新しい土地の確
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原告漁民とその代理人らは、一九七六年一月から七月の四回の控訴審公判の間、裁判長の法解釈の
（鉛）
誤りや判決内容の問題を指摘し審理の差戻しを求める。一九七六年一月一二○日の控訴審第一回公判で
は「訴えの利益なし」判決の問題を指摘した。控訴審公判に向け、勝連村漁協浜支部は浜漁民の訴え
をまとめ、悪臭、騒音の被害、ヘドロの堆椚による汚染や魚介類の著しい減少による漁民の生活破壇
（釦）
を詳細に記録した。これはつまり、海に生かされてきた漁民や住民の生活のありようや、海への想い
が言語化されていく過程でもあった。これまで魚介類が豊富であった漁場は、汚染により破壊された。
海水が汚染され、かゆみを引き起こすなどの被害があり、子供たちは海で容易に遊べなくなった。漁
民の生活が破壊され、漁民数が激減している一方で、多くの漁民が出稼ぎで本島にいかざるを得なく
なっていた。機関誌『東海岸』では、「なぜ生きがいである海を奪うのか」という漁民の怒りとともに、
漁業だけでは生活できなくなってしまった漁民の窮状が訴えられた。それでも屋良知事はＣＴＳを誘
致する姿勢を変えず那覇地方裁判所に控訴の却下を申謂、沖縄革新共闘支援のもとで当選した平良幸
（錘）
市の知事就任直前の一九七一ハ年一ハ月、石油タンクの設圃を許可した。
その後、一九七六年一二月二七日には与那城村と沖縄石油基地・沖綱ターミナルが、一九七七年三
月一○日には沖縄県と沖縄石油基地が、一九七七年六月四日には沖縄県とその他全ての石油関連企業
が公害防止協定を結んだ。金武湾を守る会は、県がこれらの協定について市民に公開せずに締結した
（畑）
甥」を承趨，した。
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こ
と
を
批
判
し
、
ま
た
一
九
七
四
年
末
の
三
菱
石
油
水
島
製
油
所
重
油
流
出
事
故
を
例
に
、
大
規
模
化
す
る
石
油
産
業
に潜在する珊故の可能性に対し、法的規制は無効であると指摘した。
タ
ン
ク
設
歴
が
迫
っ
て
い
た
一
九
七
七
年
四
月
、
金
武
湾
を
守
る
会
は
「
二
五
○
人
の
原
告
団
を
組
織
し
、
当
時
大阪空港騒音訴訟で争われていた人格権や環境権に基づく県内初の公需裁判として、石油備蓄タンク
（四〉
建魏奴の差し止めを求める「危険物貯蔵所等建築工事禁止仮処分申請」を那綱地裁に提出した。一九七
七年八月から一九七八年六月の五回に及ぶ公判には、日本各地から生物学者や地学者が証人として参
（期）
川し、埋立地の地猟の脆弱性や地漫に伴う火災の可能性を指摘した。しかし一九七九年二一月、傍聴席
に
い
る
住
民
ら
を
機
動
隊
が
取
り
囲
む
な
か
、
タ
ン
ク
投
慨
で
た
と
え
火
災
な
ど
が
発
生
し
て
も
、
原
告
住
民
の
生
命
、
身体、健康に被害を与える危険性はない、との理由でＣＴＳ工蜘の差し止めを求める仮処分調求が却
（四）
下されてしまう。裁判闘争が行き謎叩まる一方、県政の保守化に伴い就任していた自民党の西銘順治知
（記｝
事は、沖縄石油精製に対し石油備蓄タンクの増設を認め、ＣＴＳを増設するための一一期工事を承認す
（刀）
る。一方で、ＣＴＳ開発に伴う危機は現実のものとなり、一九八一年一一月には沖綱島南端の葛尾武岬
（配）
沖合で石油タンカーの爆発耶故、一九八一一年一一一月には沖細石汕鯉地において原油流出耶故が発生し
（卿）
た。原告漁民による提訴から約八年が経過した一九八一一年一○月、金武湾を守る会は、操業が開始さ
れるなか操業禁止は不要であるとの判決が下れば悪い判例となってしまうという理由から、反ＣＴＳ
（釦）
裁判の上訴請求を取り下げた。
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以上のような過程をたどった反ＣＴＳ裁判は、金武湾を守る会にとって、一九七例年の「漁業楡」
裁判の組織化の時点ですでに葛藤を伴うものであったことが当時の資料から読み取ることができる。
革
新
共
闘
弁
護
団
と
の
対
立
の
末
に
踏
み
切
っ
た
提
訴
か
ら
一
年
後
の
一
九
七
五
年
九
月
、
金
武
湾
を
守
る
会
は
、
準
備啓面や公判時の写真を掲栽した冊子を出版するが、それに収録されている一九七四年九月四日発表
の「提訴にあたっての声明」からは、提訴の時点で、守る会が裁判を「唯一の手段」であるとは捉えず、「あ
ら
ゆ
る
手
段
と
戦
術
」
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
繊
判
の
問
題
、
限
界
を
蝿
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
（帥）
かる。つまり憩法や司法制度に対する期待やあこがれは、》」の時点においてはすでに揺らいでいたか
あ
る
い
は
崩
壊
し
て
い
た
。
だからこそ、金武湾・反ＣＴＳ裁判関係者による裁判闘争への取り組みをめぐる評価は、実際の審
理や判決のあり方に関してのみなされるではなく、むしろ紋判への取り組みによって金武湾闘争にも
た
ら
さ
れ
た
変
化
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
原
告
代
理
人
弁
趣
団
の
一
口
と
し
て
放
判
闘
争
を
文
え
た
池宮城紀夫は、反ＣＴＳ裁判を振り返り「我々は敗北したのか？否である」と述べ、その理由として、「十
年
近
く
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
反
対
闘
争
に
よ
っ
て
、
孤
立
無
縁
で
あ
っ
た
石
油
企
業
に
よ
る
金
武
湾
破
壊
に
対
す
る
我
々
の
告
発
（工）
が、やがて県民に理解され、ＣＴＳ反対がくうや世藝輌となっている」とした。
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
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また、日本各地から参加した弁護士や研究者、学生らは、水島製油所重油流出事故をはじめとする
全
国
各
地
の
公
害
問
題
を
金
武
湾
に
伝
え
、
同
時
に
沖
綱
に
お
け
る
開
発
や
そ
れ
に
伴
う
公
害
問
題
へ
の
注
目
を
染
め
（Ⅳ）
た。「内部だけでは出せない資料を、外部に出して、沖縄に行けば使ってもらえる、裁判で生きる、
生かすことができる」と考えた全国の弁護士や企業の労働組合、記者から、金武湾開発に関連する企
（羽）
業の資料が発信された。こうしてもたらされた資料が反ＣＴＳ裁判を通じて検証され、地質やタンク
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
提
訴
を
機
に
金
武
湾
を
守
る
会
へ
の
共
感
や
支
援
が
県
内
外
に
拡
が
っ
た
と
い
う
ことを背景になされてきた。例えば「漁業梅」裁判提訴直後、在沖の研究者やジャーナリストらが「現
地の闘いをバックアップし、運動の裾野を拡げよう」との目的で「反ＣＴＳ闘争を拡げる会」を結成、
（弧）
現地集会に参加、革新政党・団体と対立し孤立する金武湾を守る〈玄の支持を新聞紙上で表明し、他団
（別）
体組織に対してもカンパを募るなど支援と協力を呼びかけていた。その支援の拡がりは、当初から「地
域
闘
争
」
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
金
武
湾
を
守
る
会
へ
の
連
帯
を
示
し
て
い
た
中
部
地
区
労
な
ど
の
団
体
が
、
裁
判
提
訴
に
伴
い
支
援
を
呼
び
か
け
、
組
織
原
理
の
差
異
を
主
な
理
由
に
金
武
湾
を
守
る
会
と
対
立
し
て
き
た
沖
細
県
労
働
組
（蕊）
合
協
襯
会
な
ど
が
連
帯
を
示
し
は
じ
め
た
一
」
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
金
武
湾
を
守
る
会
へ
の
支
持
の
拡がりと同時期に開催されていた、反ＣＴＳ鏑演集会や懇談会を通じて、反ＣＴＳを掲げてきた金武
湾
を
守
る
会
を
中
心
と
す
る
「
琉
球
弧
」
各
地
の
住
民
運
動
の
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
－
つへ◎翌
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構造の問題を訴える根拠となるが、ここで蓄積された資料は全国各地の環境裁判においても生かされ
（調）
て
き
た
。
裁
判
を
通
じ
て
先
例
と
し
て
の
国
内
外
各
地
の
公
害
問
題
の
実
態
や
抵
抗
運
動
を
知
る
一
」
と
が
、
行
政
の
開
発を批判し孤立する金武湾を守る会にとって大きな支えとなったことは確かである。
これらの裁判闘争をめぐる評価のあり方は、しかし、施政権返還に伴う変化のなかで組織された裁
判闘争の意味を内在的に問うものとはいえず、金武湾を守る会の人々が裁判闘争に抱いていた葛藤や、
裁判に見出した限界、そこから生じた抵抗運動の表現のあり方の変化を捉えきれていない。金武湾を
守る会の一部の会員たちの間では、公判が進むごとに裁判闘争に対する批判的見方が強まっていくが、
特
に
埋
め
立
て
免
許
の
無
効
を
訴
え
た
提
訴
が
「
訴
え
の
利
益
な
し
」
を
理
由
に
却
下
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
に
司
法
に
訴
え
る
こ
と
の
限
界
を
改
め
て
強
く
意
識
さ
せ
た
。
一
九
七
四
年
の
提
訴
の
段
階
か
ら
革
新
共
闘
弁
護
団
と
の
交
渉
や、原告漁民の組織化など、中心的な役割を担っていた石川高校公害研究会（公害研）の教員らは、
（⑭）
漁業権裁判の控訴審が始まると同時に闘争から退いていった。公害研の教員らは、彼らが刊行した雑
誌『死角』創刊号で、提訴は、竣工認可が迫るなか金武湾を守る会にとって唯一残された手段でしか
なかったとし、哉判が、「単に趾的運動への拡大へと、本質的な視点の対象」を歪め、「暖昧模糊とし
（い）
た炎厨的な意識の俎産」を促す危険性を有していると批判した。彼らは、金武湾闘争が提起してきた
のが、地域社会の経済構造の変化がもたらす農漁業をめぐる問題や「本島」と「離島」との間におけ
る経済的格差の問題、「復帰思想」の問題であり、弁讃団が裁判で組み立てる「法」という「理屈や
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論理によって割り切れるような簡単なものではなかった」という。だが裁判によって金武湾闘争が
「全国化への闘い」へと包摂されてしまうことが、「根拠地闘争としてある住民迎動そのものの本質と
対立するもの」であり、「こと沖翻であるが故の特殊的な歴史と運動体内部の矛盾の止揚を一般的な
（に）（⑰｝
通念に解消することになる」ことを危倶していた。
公害研の伊波義安は当時を振り返り、原告代理人弁護士らを通じて行う裁判は、直接交渉の場でな
いこと、したがって住民の怒りを直接ぶつけることができず、またスケジュール闘争であるため、住
民運動のエネルギーを霧散させてしまうとしている。さらに、勝てるという幻想から裁判には多くの
エネルギーを注いでしまうが、やはり「権力側の土俵」であるため勝てる可能性は少ない。伊彼が提
起したこれらの問題は、控脈後も闘争にⅢわりつづけた世紹人・崎原盛秀も魍識しており、裁判にお
いては論理のすり替えがなされ、争点が技術論となってからは、一次訴訟のように、漁民が代表して
〈Ⅲ）
懲見を述べる》」とはできなくなっていたとしている。
細論が専門化せざるを得ない裁判闘争においてこれは避けられない事態であったともいえる。技術
論的な問題を徹底的に検証するべきか、それとも漁民や住民の声を前面に出すべきか。そもそも、法
廷闘争は住民運動としての金武湾闘争にとってふさわしい闘いのあり方といえるのか。金武湾を守る
会がこれらの問いに直面したことは、沖縄戦後史における一つの「近代化」ともいえる施政権返還と
いう転機と、「近代」を問う反開発・反公害の世界的な潮流とが交錯するなかで、金武湾闘争が組織
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司
法
椛
力
に
よ
っ
て
「
正
義
」
が
担
保
さ
れ
な
い
こ
と
を
経
験
し
た
金
武
湾
を
守
る
会
の
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
法
廷
へ
の
抵
抗
を
示
し
た
。
一
九
七
五
年
一
○
月
の
公
判
で
「
訴
え
の
利
益
な
し
」
判
決
直
後
に
裁
判
長
が
立
ち
去
っ
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
必
然
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
人
び
と
の
椛
利
を
担
保
す
る
近
代
国
家
秩
序
の
装
掴
と
し
て
の
司
法
制
度
を
相
対
化
す
る
視
点
を
見
出
す
契
機
で
も
あ
っ
た
。
史
料
や
聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
金
武
湾
を
守
る
会
の
人
々
は
裁
判
を
続
け
る
な
か
で
水
俣
、
四
日
市
を
含
む
日
本
各
地
の
深
刻
な
公
害
問
題
、
そ
し
て
救
済
さ
れ
な
い
人
々
の
存
在
を
知
り
、
憲
法
の
庇
誕
の
も
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
日
本
が
「
実
像
」
と
し
て
見
え
て
く
る
な
か
で
、
日
本
の
な
か
で
の
沖
細
の
位
個
を
知
り
そ
こ
か
ら
日
（仏）
本という国家を問う視点を独得したという》」とである。裁判を続ける｝」とはまた、金武湾を守る会の
人
び
と
に
と
っ
て
、
次
に
と
り
う
る
行
動
を
見
出
す
過
程
で
も
あ
っ
た
。
唯
一
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
抵
抗
の
表
現
の
あ
り
方
の
一
形
態
と
し
て
の
裁
判
を
続
け
る
な
か
で
、
「
ど
う
自
ら
を
表
現
し
う
る
か
、
課
題
を
含
む
闘
い
の
な
か
で
ど
う
問
題
を
是
正
し
運
動
を
拡
げ
て
い
く
か
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
当
時
考
え
て
い
た
と
崎
原
（冊）
は
振
り
返
る
。
裁
判
闘
争
の
過
程
で
そ
れ
を
相
対
化
す
る
視
点
を
猶
得
し
た
金
武
湾
を
守
る
〈
室
は
、
で
は
ど
の
よ
う
な
表現によって抵抗したのか。
民
衆
の
「
生
存
」
思
想
の
表
出
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た後、崎原盛秀は裁判長席に立ち上がり「改めて人民裁判を開廷する」と宣言、公判に駆けつけてい
た守る会の住民らは法廷を占拠し自ら「裁判」を続けていたことが、当時を振り返る座談会記録に残
（〃）
されている。法廷での出来事はいわば、金武湾を守るくちの人々にとって司法制度の正当性がすでに崩
壊していた》」と、権利の付与は法廷にゆだねるものではなく自ら承認し合い勝ち取るべきものだと
捉えられていたことを示している。このことは、裁判闘争が終息するなか、金武湾を守る会の人々の
間で「生存権」が問い直されていた｝」とにもつながる。金武湾を守る会の平良良昭は、金武湾闘争を
担った与那城村屋慶名、与那城村照間、勝連村浜比嘉島の浜の住民・漁民による沖縄戦中・戦後経験
の証言を「海と大地と共同の力ｌ沖縄民衆の生存権の原像」と題してまとめ、一九七八年の「危険
物貯蔵所等建築工事禁止仮処分申請」後に提出された技術論中心の準備書面に日本語訳付きで褐蔵し
（相》
た。平良は沖縄戦について、「沖縄民衆が、まさに国家によって生存を否定され、地獄に投げ込まれ
た事態であった」とした上で、「それでも人びとが生きのびてきた、生きのびることを可能にした『力Ｅ
なってからの状況を次のように語っている。（伯）
の「不思議」を「自覚的なものとしてつかみとらねばならない」とした。なぜ沖縄民衆が、地獄のな
かを生き延びることができたのか。語り手の一人である屋慶名のある住民は、米軍の上陸後、捕虜と
占領されたあと、配給が少ない、アメリカからの。農業できんでしょう。みんなあっちに集結さ
4４
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与那城村照間のある一家はまた、戦中・戦後の照間において、他集落から移り住んだ避難者や捕虜
（別》
に、戦前の所有地ではなく土地を割り当て分配し、農業を続けたと振り返る。与那城村浜比嘉島浜部
れてね。具志川に。哀れしましたなぁ。あの高江洲に行った頃１．帰って来たのは、戦争の翌
年の二月頃だな。その時分にやっと戻ってきて、仮のバラックを作ったわけ。（中略）畑は当分
にされたのよ。ない人もある人も、屋慶名は。等分にせんというと死によったですよ。それでち
ょっぴり配給があったが、ほんのわずかでね。オカユをたべとったら、転んでしまって、そのオ
カュがひつさがってしまってね。ひもじくなってね。（中略）私なんぞも学校に授業が済んだら、
すぐハル（畑）に行くんですよ。給料なんかは最高四○○円、タバコ｜ポール一八○円くらいす
るんですよ。その給料で米二升買えないんだね、よく生きとったなぁ－、そして芋の葉っぱだけ
食べてさ、よく生きとった。［改段］シヌイ（もずく）を食べとった。夜なんかは毎日イザイグ
ァー（夜の潮干狩り）をしに行ってね。タコグァー、小さいの、あれも面白い。こんなに大きく
見えるわけ、あかく、とって家に行ったらこんなに小さい。シヌイはよく食べましたな。シヌイ
というのは塩づけでもいいし、酢かけてもいいし、油でいためてもおいしいですよ。ドロドロし
てお腹が満ちて、満腹感、感じられるんです。もう満腹というのはあまりなくってね。あし実
（釦）
によくも生きとったなぁ－。
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沖縄戦中・戦後、人々はどう生き延びてきたのか。それを語り、聞き取り、伝える作業は、金武湾
を守る会の人びとにとって、近代国家秩序にもとづく権利概念としての「生存権」を再検討しながら、
（鉈）
藩においても、土地を割り当て百余名の避難者を養う一」とができたし」いう。
これらの疵言に何が見出されたのか。平良は、金武湾闘争で諮られた「生存梅」が、第二次世界大
（罰）
戦中に中国・朝鮮で戦禍を経験し、除隊後沖綱に戻り再び教員の職に就いた安里荊信（一九一一二～一
九八二年）ら世代の戦争体験に依拠するものであるとして、次のように述べている。
（前略）「生存権」がさかんに言われるなかで憲法の生存権とは違った意味で使われている点、住
民の生活原点としての生存横という意味合いにぼくは目がむいていった。［改段］いちばん大き
い点は、戦争・沖純戦体験とのカラミがある、という気がして、いろいろな人にⅢいていった。
そうすると、”この海のお陰で自分たちは沖細戦のなかを生きぬいてこれた“という体験と思い
が多くの人びとにある。そうした共通の体験と結びついて「生存権」ということが理解されてきた。
（中略）それが「海と大地と共同の力」ということになる。「海と大地と共同の力で生存権を闘い
とろう」という金武湾闘争のスローガンは、安里さんたちの原体験・生活の思想を整理したもの
（釦）
だ。
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住
民
た
ち
の
生
は
沖
繩
戦
中
・
戦
後
、
海
と
大
地
と
と
も
に
あ
り
、
自
前
の
秩
序
を
創
造
し
協
力
し
あ
う
な
か
で
支
え
ら
れ
て
き
た
。
金
武
湾
闘
争
後
期
に
表
出
し
て
い
た
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
の
生
に
対
す
る
思
い
、
特
に
国
家
の
役
割
を
相
対
化
し
た
「
生
存
」
思
想
は
、
裁
判
闘
争
を
経
る
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
言
語
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
金
武
湾
闘
争
に
お
い
て
は
、
「
生
存
」
の
基
盤
で
あ
る
海
を
「
生
活
」
の
た
め
に
破
填
す
る
と
い
う
開
発
柵
想
か
ら
の
離
脱
が
、
ま
た
自
ら
の
「
生
存
」
思
想
を
い
か
に
表
現
す
る
か
が
、
模
索
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
闘
争
が
沖
縄
戦
を
生
き
延
び
て
き
た
自
ら
の
経
験
に
基
づ
き
、
民
衆
に
と
っ
て
の
「
生
存
」
と
は
何
か
を
自
ら
定
義
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
安
里
の
死
後
に
行
わ
れ
た
追
悼
座
談
会
で
、
金
武
湾
を
守
る
会
の
南
風
見
剛
は
、
安
里
が
考
え
感
じ
て
い
た
こ
と
は
「
国
家
法
を
軸
に
し
た
人
間
中
心
の
発
想
」
で
あ
る
「
人
椛
や
民
様
の
領
域
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
」
（鵠）
とし、「『生存権』へのホン説を拒否する領域をもっていた」とした。
シ
イ
安
里
さ
ん
が
、
晩
年
と
い
う
か
、
西
表
へ
ロ
宿
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
使
っ
て
い
た
の
は
“
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
梢
“
・シイ。
・ンイ０
という一ゴロ葉だよね。「輔」というのは、宇宙や生態系の自然と交歓する籾なんだ。”輔を抜かれた
ら
大
変
だ
“
と
よ
く
使
わ
れ
る
が
。
あ
え
て
翻
訳
す
れ
ば
、
”
共
生
感
覚
“
か
な
。
訳
せ
な
い
な
。
綱
と
い
う
字
に
は
当
て
て
い
る
け
れ
ど
、
も
っ
と
イ
ミ
が
違
う
。
霊
力
で
も
あ
る
し
・
・
・
。
［
改
段
］
こ
う
い
う
領
域
を
含
（品）
んだ「独立」である’し「生存」というものを内部にもっていた。
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困難になるなか、漁民らが組織した豊漁を祈願するハーリー、開墾運動と援農、共同体の豊漁・豊作
祈願としての伝統行事・文化の復興運動に関する活動報告が、金武湾闘争後期の一九八○年前後、金
武湾を守る会発行の機関誌『東海岸』で頻繁になされるようになる。裁判所での審理のあり方を目の
当たりにした金武湾を守る会の人々は、海や土地が自らの生存の基盤であるという感覚をいかに取り
戻し表現するか、そのことに意識を向けるようになっていたのである。
金武湾を守る会を支援した弁護士の池宮城紀夫が、「実態を明らかにして世論に訴えていく手段」
（印）
として、復帰後の住民運動において「現地闘争と不離一体」のものとして組織されてきたとする裁判
闘争は、石垣島白保の新空港建設反対運動において組織され、嘉手納爆音問題や石川市のゴミ焼却処
理施設問題、沖縄市の東部海浜地区埋め立て計画に抵抗するなかでも組織された。これら各地で組織
された住民運動は、運動当事者や弁護士個人らの関わりを通じてつながり、各地における経験と記憧
が交流のなかで継承されてきた。金武湾の反ＣＴＳ裁判において強烈に意識された、戦中・戦後の沖
縄における国家権力から自律した生のあり方、土地や海を基盤とする「生存」思想は白保の抵抗運動
においても継承され、そこでは土地や海に対する近代的所有概念を再検討する議論が展開した。つま
お
わ
り
に
か
え
て
148
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り
沖
縄
戦
体
験
に
褒
打
ち
さ
れ
た
「
生
存
」
思
想
は
、
金
武
湾
闘
争
と
い
う
具
体
的
な
抵
抗
運
動
の
経
験
の
な
か
で
培
わ
れ
、
そ
し
て
後
に
続
く
運
動
に
お
い
て
継
承
さ
れ
探
化
し
て
き
た
。
と
同
時
に
そ
の
「
生
存
」
思
想
は
、
水
俣
な
ど
日
本
各
地
に
お
け
る
反
公
害
迦
動
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
「
生
存
」
思
想
と
も
通
底
し
な
が
ら
、
近
代
国
家
秩
序
に
対
す
る普遍的な問いを提起してきた。このことは、金武湾や白保に続く、辺野古の新基地建設や東部海浜
地
区
埋
め
立
て
計
画
に
対
す
る
抵
抗
運
動
が
、
世
界
各
地
の
環
境
団
体
の
動
き
と
連
動
し
な
が
ら
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
とにも表れている。
し
か
し
、
住
民
運
動
に
お
け
る
裁
判
の
意
味
付
け
は
近
年
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
二
○
○
七
年
に
始
ま
っ
た
東
村
高
江
へ
の
米
耶
へ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
抵
抗
す
る
座
り
込
み
に
対
し
、
二
○
○
九
年
一
二
月
、
国
が
交
通
妨
習
を
理
由
に
仮
処
分
申
調
、
二
○
二
年
に
は
起
訴
す
る
と
い
う
珈
態
に
陥
っ
て
お
り
、
法
廷
に
お
け
る
裁
判
闘
争
は
も
は
や
国
家
を
問
う
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
秩
序
を
貫
徹
さ
せ
る
機
能
を
持
ち
始
め
た
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
事
態
が
沖
縄
に
限
ら
ず
、
原
発
建
設
に
反
対
す
る
山
口
県
の
祝
島
住
民
に
対
す
る
圧
力
と
し
て
拡
が
っ
て
い
る
。
国
家
秩
序
と
い
う
制
度
か
ら
あ
る
程
度
自
律
し
た
生
を
営
ん
で
き
た
人
々
の
生
存
の
基
盤
で
あ
る
土
地
や
海
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
抵
抗
す
る
人
々
が
法
の
下
で
裁
か
れ
る
事
態
に
対
し
、
住
民
の
生
を
い
か
に
表
現
す
る
か
を
模
索
す
る
に
至
っ
た
金
武
湾
闘
争
の
記
憶
は
ど
う
継
承
さ
れ
、
具
体
的
な
迦
助
に
お
い
て
ど
う
生
か
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
住
民
迎
動
に
と
っ
て
の
裁
判
の
意
味
を
問
う
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
日
本
と
い
う
国
家
を
問
い
続
け
て
き
た
沖
縄
に
お
い
て
今
な
お
重
要な課題としてある。
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（１）沖綱島東海岸に隣接する平安座島の住民ら隆一九六○年代初期から平安座島と沖細島東海岸を結ぶ海上の
逝路の延股を戯みてきたが、台風で失敗に終わっていだ。ガルフ社は一一一五日という短期川で、通路造成海域
の干潟の砂をかき染めて道路にするという突貫エ噸を行った。平安座石油産業用地等地主会掴『別立二○周
年肥念絃』平安座石油産業用地等地主会、一九九三年。
（２）一九七三年一二月二｜日、沖細県職労活動者会識にて伊波義安（当時金武湾を守る会のメンバーであり石川
而校教員）は、「ＣＴＳ公暫の恐ろしさについて」という翅で鋼演するなかで金武河の囲々でスズメやメ
ジロが見られなくなったと述べタコやサザエが捕れなくなったと嘆く平安座囲の漁師の存在に触れ、漁師
の次のような発百を引用している。「私は、公聾がないというけど、漁業していて、大変なことが起こりつ
つあるんじゃないかとひしひしと感ずる。そこで考えることは、平安座からどんなして逃げるかと、いつも
考えている」。金武湾に生きる人びとが察知していた危機を、ここに晩み取ることができる。『抑細県職串皀
第一○六号、一九七四年七月二四日号。
（３）崎原盛秀「沖綱は拒否する汕反ＣＴＳ金武湾住民醐争の経過」『季刊労働迦助』第一七号、’九七八年四月、
一二四’一一一一六頁、水上学・小川進「沖綱ＣＴＳ建設が裁くもの」『技術と人Ⅲ』第六巻七号、一九七七年、
安里悦治「金武満ＣＴＳ基地の延股を断固として拒否する』『側発と公害』第五号、一九七九年。
（４）厨呉二言』目・・・二且百四ヨー・亘の：国・『二：Ｂ〒『蔦風。ｐ・○三コ四景一⑫［已鴇］・・地口◎冨冒二・Ｐｇこ】『◎コョ・具
ダム､戸
､１，塗
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：１ｍの己の『。．］この’の二二口二・・百己胃冨ａ⑫已已一の鳥冒§§ａ（澤冨室再菖ミミミ再ミミ呂曾囮ｓ員『（Ｆ・『己・員
再・昌一の』ぬのｈ８⑬）・急昌一・二言ョの。｜今冒亘ご冨旦§Ｑ菖旦麗忌きい蚕愚一恵（房。且◎貝宛ＣＥ－巴函の．ｇｇ）．
（５）『■昌一》三一言ョの．『言身冒冒一句（『このｎ－Ｃ巳。『［こので。ｍ【‐『のくの『い一○二．云一目毛色⑫（『白隠一の・ろ。。⑫二［二二○コ・のごく一『○三曰の三
色且、の己の【．｛己○一のコニロェ。。【当旦胃冨『ａ望且一の烏冒当豐ｑ（澤冨宝再再己冒司さ：匡曾員一員『（ＰＣ二二・目
丙ＣＥ［｜の」ぬの。⑱。◎い）．
（６）中野好夫・新崎盛叩「沖繩戦後史』岩波灘店、一九七六／二○○五年、’’一二口の「はじめに」ど参照。
また新鮒搬剛「Ａｕ本の潮一・でＶ沖抑からの二つの脈松」「枇界‐二両○Ｍ財、一九六Ｋ年一》月、「Ａｕ本の潮
四Ｖ沖繩奴判移送問題のゆくえ」「世界』二五一号、一九六六年》○月（新崎艦剛「未完の沖細川執蛆沖糊
同時代史別巻、一九六二～一九七一一』凱風社、三○○五年所収）。
（７）日本弁謹士迷合会「沖抑報告書」「法律時報』第四○巻四号、一九六八年。
（８）南西諸島や小笠原諸島を合衆国の信託統治におくことを承認する調和条約第三条が、悪法第九五条が定める
二つの地方公共団体のみに適用される特別法」であると解釈できること、しかしながら綾当する地方公共
団体（南西諸島や小笠原諸島）における住民投票と過半数の同感がないため無効であることを指摘した。そ
の上で、米畑統治期の沖綱において、砥法第二三条の定める居住・移岻の自巾が役、ロされていること（本七
や域外に出るときに併可を得なければならないこと）と、沖綱征住の倣煙被煙濁が「脱煙被ばく謝のⅨ縦な
どに側する法休」に壁づき医療質諦求を行う梅利を有していないことから撹密が生じていると訴えた。新崎、
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一九六五年。
（９）民政府による行政の合法性を審盃する柿利が米政府当局以外ないという理由から、民裁判所で係争中の耐件
について、民政府が民政府裁判所への移送を命令した「友利邪件」と「サンマ邨件」通指す。どちらの移送
も、これに対し、移送命令の撤回やその命令梱を定める大統領行政命令の撤廃を求める数万人の裁判移送撤
回嬰求蝿民大会が組織された。
（Ⅲ）県は一九七四年一月一九日、以下のような両明を発表した。「①ＣＴＳの誘致に反対し、各社配分は行なわ
ない。②埋め立て、シーバースエ耶の続行は蝿める。③三菱に対しては無公誓企業の立地を要甜する。④以
上の方針を県と与党が共同買任で対処していく」崎原盛秀「沖綱は拒否する如反ＣＴＳ金武湾住民醐争の経
過」『季刊労働運動』第一七号、一九七八年四月、一二八－一二九頁。
（Ⅲ）田場典儀からの聞き取り、二○○六年一二月二六日。
（胆）『沖縄タイムス』’九七四年九月五日（夕刊）、一○月三○日、一○月三○日（夕刊）付。
（旧）『沖綱タイムス』一九七四年一二月一三日（夕刊）、一九七五年一月三一日、一九七五年一月三一日（夕刊）、
一九七五年二月二八日（夕刊）、一九七五年三月三一日（夕刊）、一九七五年五月二三日（夕刊）、『琉球新報』
一九七五年五月二四日、『沖綱タイムス』一九七五年七月二二日、『琉球新報』一九七五年七月二三日（夕刊）付。
（Ｕ金武湾を守る会『沖縄県が三菱に与えた六四万坪の埋立鯉可の瞑りを糾弾するＩ金武湾・中城湾側発棡想
反対（率愉翻面豈’九七五年九月五日。
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（旧）『琉球新報』一九七五年二月二五日（夕刊）付。
（加）『沖綱タイムス』’九七六年一月三○日（夕刊）付。
（劃）『東海岸』第一号、一九七六年三月二○日。
（配）『琉球新報』一九七六年六月二二日（夕刊）付。
（羽）『琉球新報』一九七七年四月九日（夕刊）付。
（割）『琉球新報』一九七七年八月一三日、一九七七年一○月一三日、’九七七年一二月一○日（夕刊）、一九七八
年二月一九日、『沖縄タイムス』一九七八年六月一九日（夕刊）付。
（調）『沖細タイムス』一九七九年三月付。
（お）『沖細タイムス』一九七九年四月四日付。
（〃）『沖細タイムス』一九八○年一二月二五日付。
（妨）『琉球新報』一九七五年一○月四日（夕刊）付。
（Ⅳ）『琉球新報』一九七五年一○月二日（夕刊）付。
（旧）『沖細タイムス』一九七五年一○月四日（夕刊）、一九七五年一○月七日、『琉球新報』’九七五年一○月二日（夕
（巧）『琉球新報』一九七五年九月二三日、一九七五年一○月四日（夕刊）、『沖抑タイムス』一九七五年一○月四日（夕
刊）付。
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（躯）『沖繩タイムス』一九八一年二月八日付。
（酌）『沖細タイムス』一九八二年一二月一七日（夕刊）付。
（卯）池宮城紀夫「ＣＴＳ裁判の終結にあたり」『東海岸』第一一一二号、一九八二年一二月。
（別）金武湾を守る会『沖縄県が三菱に与えた六四万坪の埋立魑可の誤りを糾弾するＩ金武湾・中城湾側発榊想
反対』一九七五年九月五日。
（魂）池宮城紀夫「ＣＴＳ紋判の終結にあたり」『東海峰』第三二号、一九八二年一二月。
（羽）「反ＣＴＳ側争を拡げる会」Ⅲ股者の一人である岡本山徳は、金武湾を守る会の組廠原理の是非をめぐる新
里迎二との輪争を、一九七五年一月から二月の『琉球新報』にて展開、続いてそれに対する麓考が「金武湾
を守る会」世話人・崎原盛秀により二月に掲載された。
（鋼）『沖綱タイムス』一九七四年九月八日付。
（弱）一九七五年二月五日、県労協、沖教祖、中部地区労は「反ＣＴＳ建設阻止県民総決起大会」を開催、八○○
○人が参加した。県労協の地域内労組支部協職会の一つである中部地区労は、「地域闘争」を「日本の労働
迦動全体の課題」と捉え、また「県労脇の下部組織ではない」と明確に打ち出していた。「中部地区労五か
年のあゆみ」中部地区労働組合協鋼会『五周年肥念雌』中部地区労、一九七九年二月三日、六、一二頁。
（犯）’九七五年一月一七日には沖繩タイムスホールで安皿荊信と宇井純（’九三二～二○○六年）による酬減典
会が側伽され、その翌年の一月八－一○日には、沖鯏タイムスホールで自主獅座「反公齊と住民迎動」、八
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汐荘での恕麟会「琉球弧の住民迎助」がⅢ他され、各地で取り組まれている住民迦動が災い、交流が行われ
た『沖細タイムス』一九七五年一月一八日、一九七六年一月九、一○、二日付。
（釘）この点については、二○○九年九月二七日、一二月一六日両日に水上学から口頭で教示を得た。
（犯）水上学からの聞き取り、二○○九年九月二七日、一二月一六日。水上はさらに、三菱による水島製油所での
珈故の原因究明が、金武湾の反ＣＴＳ裁判を通じてなされたのだと述ぺている。
（羽）一九七七年三井物産は、閉山側近の愛娘県明浜町高山石炭鉱山へのＬＰＧ（巨・巨已評［『。］の巨三のこいⅡ液化石
油ガス）基地建殺計画を開始二九七九年から町搬会も正式に誘致の動きを進める。これに対し、一九八○年、
ＬＰＧ基地建設針画に伴う危険や農業への悪影癬を懸念する登梅地区の住民らを中心に「ＬＰＣ基地につい
て考える会」が結成される。「考える会」は、金武湾・反ＣＴＳ裁判を支援した研究者や技術者による著櫛
や箔文など通通じて、エネルギー基地の危険性や問題について学んだ。この点については、二○○九年一二
月一六日に小川進から口頭で教示を得て、うつみしこう『虹の里へ』創風社出版、二○○八年を参照した。
（㈹）この点については、二○一一年三月二九日に伊波鞍安から口頭で教示を得た。
（伽）死角・躍跣を撃て縄梨委貝会、一九七六年、二三頁。
（犯）死角・躍跣芝撃て網典委国会、一九七六年、二五頁。
（媚）伊波義安からの旧き取り、二○二年三月二九日。
（帆）崎原盤秀からの側き取り、二○○九年一二月二四日、三一日。
155民衆の｢生約HM11から｢lli利｣を問う:施政楢返１回世の金武糠･反CISlUi判をめぐって
Hosei University Repository
（遇沖細ＣＴＳ問題を考える会『準備街而坤海と大地と共同の力』金武湾を守る会、一九七八年、九七頁。
（
囚
同
前
、
八
九
－
九
○
頁
。
（則）同前、九二－九三頁。
（斑）同前、九八頁。
（田）安里消信については、安里滑信『海はひとの母である』晶文社、’九八一年や、花崎皐平『田中正造と民衆
思想の継承』七つ森衡館、二○一○年などを参照されたい。
（則）「八座麟会Ｖ自決・独立への”源流“を金武簡明争・安里澗個から学ぼう餉安里澗個の人と思想」『リュウキ
ュウネシア』二号、一九八三年七月一五日、一－一七頁。『リュウキュウネシア』は「琉球弧民衆迦動にⅢ
わるものの共同利用の雑麓」として、「自前の、共同の問題提起の場、表現の場、相互批判、評価の鯛、あ
（
伯
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
○
一
二
年
一
月
六
日
に
、
崎
原
盛
秀
か
ら
口
頭
で
教
示
を
得
た
。
崎
原
に
よ
れ
ば
、
金
武
湾
闘
争
莚
通じて「日本のなかのはきだめを作り出す場所としての沖細が見えてきた。沖縄に対するヤマトが具体的に、
ひとつひとつ、民衆のなかに映像みたいに映ってくるものがあった」という。
（㈹）崎原盛秀からのⅢき取り、二○○九年一二月二四日、三一日。
（仰）金武湾を守る会未出版文掛「座麟会北金武湾醐争を握り返って」『金武湾朋争史』九三頁。
（週金武湾を守る会は一九七八年二月一八日に提出した単側翻而を『梅と大地と共同の力』と題し冊子として磯
している。
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るいは蹟争と対括の塒をもつ」ことを目的に、○号（創刊畑備号、一九八一年七月一五日刊行）を経て、三
号
二
九
八
四
年
八
月
一
日
刊
行
）
ま
で
続
い
た
。
（弱）同前、五頁。
（卵）同前、一二頁。金武湾朋争後期に妻現されていたこのような「生存」思想は、次に引用するような石牟礼逆
子の冨葉とも通底しており、沖細・金武湾という地域性に限定されないひろがりをもつ思想であったともい
える。石牟礼は水俣の人びとを「。：制庇のなかに組み入れられない人たち、抵抗して組み入れられない
というのでもなくて、本来、そういうのに属さない自立した人というか、そういう自立心で務持商く生きて
いる人たち」であるとし、さらに「人栖」概念について次のように述べた。「それはそれで蔵味をもつ言莱
ではありますけれど、それ以前の共同体に生きていた歓葉に比べれば、まだ歴史が波いというか、川に合わ
せにはよいけれど、大ざっぱで魂に届かない。［改段］「人柵」ではどうも、出生の奥が見えてきません。（中略）
水俣病の人たちは日夜の激痛で、祈らずにはいられなくて、自分の魂は現世ではどうも悲しすぎる。突いて
おられるご先祖槻と合体して、その魂ごと再生したいと日夜思っているわけですね。それは魂乞いだと思う
んです。［改段］それから、漁に行くと、魚とも交歓する。話をⅢくと、じつに楽しい時Ⅲというか、いきいき、
ワクワクするような世界なんですね。漁痩圖転あげたいということもあるんですけれど、もっとそれ以前に、
魚たちと一体になって戯れる、生き方を館うみたいな、そういう時間なんですね、きっと。漁の話をすると
きには、本当に声の出し方が遮っていますから。本当に生命が騒動しているような話し方をされます。魚た
157民衆の｢生存｣HuHjb15｢柑利｣を問う:』鯛(梅返沮後の金武湾･反ｍｌｉｉ判をめぐって
Hosei University Repository
ち
と
も
本
当
に
一
体
化
し
て
お
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
」
石
牟
礼
逝
子
「
斑
境
破
蝋
人
川
も
イ
ヌ
も
、
魚
も
、
械
物
も
、
魂
が
交
飲
す
る
迎
釧
に
生
き
る
」
西
島
迅
男
組
『
こ
の
百
年
の
狐
迎
』
初
日
新
川
社
、
二
○
○
｜
年
、
一
三
○
頁
。
（釘）池宮城杷夫「公替・環境放判」『法と民主主義』三三頁、第二一一号、一九八六年一○月。
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